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 令和６年３月２１日 
 
 
東伊豆町議会 
議長 笠井 政明 様 

 
 
                         予算審査特別委員会 
                         委員長 栗原 京子 
 

予算審査特別委員会審査報告書 

 
 本委員会に付託された次の案件は、審査の結果、下記のとおり決定した
ので、会議規則第７７条の規定により報告します。 
 

記 
 

１．付託案件 

事件の番号 件  名 

議案第１４号 令和６年度東伊豆町一般会計予算 

議案第１５号 令和６年度東伊豆町国民健康保険特別会計予算 

議案第１６号 令和６年度東伊豆町後期高齢者医療特別会計予算 

議案第１７号 令和６年度東伊豆町介護保険特別会計予算 

議案第１８号 令和６年度東伊豆町稲取財産区特別会計予算 

議案第１９号 令和６年度東伊豆町風力発電事業特別会計予算 

議案第２０号 
令和６年度下田市、東伊豆町、河津町、南伊豆町、松崎町及び

西伊豆町幼児教育アドバイザー共同設置事業特別会計予算 

議案第２１号 令和６年度東伊豆町水道事業会計予算 

 

２．審査の経過及び結果 

本委員会は、付託された各議案について、令和６年３月８日、１１日、１２日及び、

１８日に委員会を開催し、関係職員から詳細な説明を受けるなど慎重に審議を行った。 

その結果、令和６年度各会計予算は、議案第１４号から議案第２１号までの８議案

について全員一致で、次の意見を付して原案を可決すべきものと決定した。 

 



2 
 

３．審査意見 

（１）一般会計 

①ＣＡＴＶ広報委託料について 

 町公式ＹｏｕＴｕｂｅチャンネルへの本格的な動画投稿の機会が増えているが、

今後、動画の撮影及び編集本数が増えるようであれば、内容に見合う委託料への見

直しを検討されたい。 

 

②無人航空機操縦士等受講負担金について 

 町が所有するドローンの活用は、イベント等での撮影に加え、災害時にも被災状

況を迅速に確認できるなど、状況把握において大きな意義を持つ。令和６年度は、

県補助金の終了に伴い、予算計上はされていないが、災害発生を考慮し、継続的な

人材育成に努められたい。 

 

③災害時避難行動要支援者支援事業について 

 災害時における高齢者の避難においては、津波、家屋倒壊等、被災状況に応じた

支援が求められることから、個別計画だけでなく、避難後のフォロー及びサポート

についての具体的な計画も検討されたい。 

 

④高齢者の保健事業と介護予防等の一体的な実施事業について 

 本事業は健康寿命の延伸や将来的な医療費・介護費の抑制のため、非常に重要な

事業である。一方、これまで町独自に確立してきた健康増進事業やフレイル対策等

の既存事業も現状において同様に重要な役割を果たしているため、両事業の両立並

びに更なる充実に向けて、マンパワーの確保も含めしっかりと取り組まれたい。 

 

⑤東伊豆幼稚園における園庭の芝生化について 

 園庭の芝生化は、裸足での運動、ほこりの飛散防止などの有効かつ有益な面もあ

るが、動物の糞尿、雑草等に悩ませられるという問題もある。芝生化を進めるにあ

たっては、適正な管理計画及び維持管理に対する支援体制を確立して事業を実施さ

れたい。 

 

（２）水道事業会計 

①老朽管路の更新及び基幹管路の耐震化について 

 本予算では、老朽化した配水管の布設替え工事に係る予算が計上されていない。

財源的な面での懸念はあるが、有収水量（有収率）の低下に加え、能登半島地震に

おける断水の状況を踏まえると、老朽管路の更新及び基幹管路の耐震化への取り組

みは、安定した町民生活を確保するために極めて重要であることから、計画的に整

備を図るよう強く求める。 
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４．主な質疑の内容 

（１）一般会計 

【総務課】 

問．庁舎内ユニバーサルデザイン化対策工事の内容は。 

答．補助を受け、庁舎及び立体駐車場のトイレを洋式化する内容となる。 

 

問．旧アスド会館維持管理事業について、本館隣接地の分筆業務委託及び旧体育館施

設の水道管分岐工事の内容は。 

答．アニマルキーパーズカレッジが使用する本館への配水設備が町有地にあり、所有

権移譲の打診があったため、分筆を行い対応を図る。また、町が旧体育館を使用し

てごみ堆肥化事業を実施するため、本館との水道の分岐が必要となる。 

 

【企画調整課】 

問．地域おこし協力隊事業について、協力隊活動支援委託料が新規で計上されている

が、その内容と委託先は。 

答．新規事業であり、令和５年度から同事業が特別交付税の対象となったため、１３

人に増える協力隊のフォローアップ及び相談役として、合同会社ｓｏ－ａｎに委託

予定である。 

 

問．ワーキングホリデー支援補助金について、どの程度の利用を予想し、制度設計を

考えているか。 

答．農業及び宿泊業での活用に加え、不足する保健師の採用につなげたいため、学生

がインターンシップで活用できるような制度の設計が望ましいと考える。現時点で、

人数の想定はできていないが、少なくとも保健師については早急に対応したい。 

 

問．域内交通実証事業について、諸経費が計上されていないが。また、令和５年度事

業の実績等成果資料はあるか。 

答．事業報告書があるので、閲覧は可能である。諸経費については、委託料に含めて

いる。 

 

問．情報系システム管理事業について、保守管理委託料が増となる理由は。 

答．ホームページをリニューアルすることに伴い増となる。初期費用が７００万円、

年間運用費用が１５０万円で、公募型プロポーザルでの業者選定を予定している。

４月から事業に着手し、１２月の運用開始を目指す。 

 

【税務課】 

問．賦課事業の基幹系システム改修委託料及び機器使用料の内容は。 

答．基幹系システム改修委託料は、森林環境税創設、定額減税等に伴う個人町民税の

システム改修が主な内容である。機器使用料は、個人住民税課税支援システムの賃
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借料で、台帳管理をデジタル化することにより、作業の軽減等を図っている。 

 

【住民福祉課】 

問．出産・子育て応援交付金の内容及び子宝祝金との違いは。 

答．出産・子育て応援交付金は国・県の補助事業として、妊娠時５万円及び出産時５

万円を支給する内容であり、令和６年度は２０人を見込んでいる。子宝祝金は町の

単独事業であり、対象者は両事業の給付を受けることができる。 

 

問．ごみ堆肥化業務委託の工事等の内容は。 

答．同業務委託の工事等については、ごみ堆肥化事業の機械代、工事費等の全体を事

業者に委託する中で、事業を遂行するために必要な機械購入及び機械設置に必要な

工事並びに保守メンテ代等を分割して予算化し、単年度に高額な負担が生じないよ

う機械代は５年間、工事費等は１５年間、保守メンテ代等は１年間の債務負担行為

としたものである。 

 

【健康づくり課】 

問．育児支援ロボット賃貸料の内訳と内容は。 

答．内訳は１か月あたり、本体９，８００円、サーバー利用料７２，８００円、スト

レスチェックなどのＡＩ利用料５５，０００円が１２か月で、合計１６５万２千円

である。内容は、子育て親子の孤立化解消及び支援者側による子どもの発達状況確

認となる。当町に合う内容でカスタマイズして、子育て事業への利活用と効率化の

検証を図っていく。 

 

問．高齢者の保健事業と介護予防等の一体的な実施事業の内容は。 

答．高齢者が集まる場所に歯科衛生士や保健師が出向き、オーラルフレイル予防を実

施する。口の筋肉を鍛える吹き戻しを使って、口の体操やフッ素洗口を行う内容と

なる。 

 

【観光産業課】 

問．東伊豆ＰＲ事業業務委託料の内容は。 

答．同委託料では、令和５年度に渋谷温泉事業を実施した。令和６年度は、渋谷駅に

隣接する大階段に雛のつるし飾りを展示し、町のＰＲを充実する。 

 

問．町観光協会補助金は運営費への補助が大部分を占めると思うが、その内訳は。 

答．町観光協会補助金は、新規事業が増えており、富裕層への販売促進、台湾のイン

センティブ、着地型コンテンツの開発、アンケートデータの収集、デジタルマップ

の充実、東海汽船（町民号）等を予定している。 

 

問．観光対策事業補助金の増額内容は。 

答．熱川温泉の九份化計画事業、どんつく祭り、夏季の熱川海岸ごみ処分等によるも

のが主な内容となる。 
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【建設整備課】 

問．空き家等対策協議会の開催予定及び空き家に関する苦情件数は。 

答．同協議会については、年２回の開催を予定している。また、令和５年度の空き家

に関する苦情件数は３件となっている。 

 

問．けやき公園について、修繕料と草刈業務委託料が増額となった理由は。 

答．草刈業務委託料については、人件費等の増が見込まれている。修繕料は、温泉タ

ンク及び橋の欄干の修理等を予定しているため増額となっている。 

 

【防災課】 

問．駿東伊豆消防組合負担金について、増額の要因は。 

答．車輌動態システムの更新、人件費及び燃料費の増が要因である。 

 

問．非常備消防事業について、町消防団の定数及び現団員数は何人か。 

答．令和５年度は定数２８０人であり、現団員数は２２０人となる。 

 

【教育委員会】 

問．幼稚園運営事業の園庭を芝生化する事業の内容及び管理方法は。 

答．芝生の苗を消耗品費に、スプリンクラーの増設分を修繕料に、また、芝刈り機を

管理用備品に計上している。同事業はグリーンバンクの補助事業（補助率１０分の

１０）を活用して実施する。職員が直接、施工・管理するが、協力していただける

方には、協力を願いたい。 

 

問．小学校教育振興事業の消耗品費が増えている理由は。 

答．主な要因は、４年に１度の教科書改訂によるもので教諭の指導書等の費用５６６

万円を計上しているためである。 

 

問．学校給食センター改修工事の内容は。 

答．野菜等の加熱処理後、食品を冷却するための真空冷却設備を更新する。 

 

 

（２）国民健康保険特別会計 

問．標準保険料率統一化についての考え方は。 

答．国民健康保険の加入者は、今後も減少していく。保険料率が統一された場合、県

の試算では、当町の保険税は増額となる見通しであり、被保険者の負担増が見込ま

れるため、被保険者の負担軽減に鑑み、基金を繰り入れて段階的に引き上げたいと

考える。 
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（３）後期高齢者医療特別会計 

問．高齢化の進行により、被保険者数が増えているため、医療費も増加していくと考

えるが、今後の見通しは。 

答．被保険者数は、増加傾向にあることから、今後、５年から１０年の医療費は増え

ていくものと考える。 

 

 

（４）介護保険特別会計 

問．介護保険料について、予算が減額となっているが、その要因は。 

答．第１号被保険者保険料については、被保険者の減によるものである。 

 

問．４月からコンビニ収納が始まっているが、予算が減額となる要因は。 

答．コンビニでの納付件数が、想定よりも少なかったため、実績に基づき対応した。 

 

 

（５）風力発電事業特別会計 

問．風力発電事業費等について、順調に進めば６月中に解体されるとのことで、６か

月分の予算が計上されているが、予算残額は減額することになるのか。 

答．現在は、事業に要する電気料を町が支払い、ＧＰＳＳに請求しているが、解体が

完了すれば費用は発生しなくなる。 

 

 

（６）水道事業会計 

問．新白田浄水場建設予定地既存構造物撤去工事等、約１億５千万円の工事内容は。 

答．白田地区に町が所有する旧百山荘の家屋、立木、転石等のすべてを撤去する５件

の工事の合計となる。 

 

問．水道料金審議会はどのように進める予定か。 

答．審議会を開く前に、水道の在り方を見直すプロジェクトチーム等を立ち上げて検

討したい。施設の更新は３０年で７０億円超が、管路の更新は３０年で５０億円超

がかかることを踏まえて、水道料金を考えていかなければならない。 

 


